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規  則 

 埼玉県道路交通法施行細則及び応急救護処置指導員の資格認定に関する規則の一部を改正す

る規則をここに公布する。 

  平成29年３月３日 

埼玉県公安委員会委員長 木 村 健 司 

埼玉県公安委員会規則第３号 

   埼玉県道路交通法施行細則及び応急救護処置指導員の資格認定に関する規則の一部 

   を改正する規則 

 （埼玉県道路交通法施行細則の一部改正） 

第１条 埼玉県道路交通法施行細則 (昭和41年埼玉県公安委員会規則第２号) の一部を次のよ   

 うに改正する。 

  第10条第13号中「大型自動車」の次に「、中型自動車、準中型自動車」を加え、同条第14  

  号中「第71条の６第１項」の次に「及び第２項」を、「付けた」の次に「準中型自動車及   

 び」を加える。 

  第13条中「別記第14」を「別記様式第14」に改める。 

  第18条第１項第１号を次のように改める。 

  (1) 法第89条第１項に規定する免許の申請をする者にあっては別記様式第14の２、別記様 

    式第14の２の２又は別記様式第14条の２の３の申請書、法第89条第３項前段に規定す 

    る技能検査を受けようとする者にあっては別記様式第14の２の４の申請書、規則第18 

    条の５に規定する限定解除の審査を受けようとする者にあっては別記様式第14の２の 

    ５の限定解除審査申請書、法第100条の２第５項に規定する再試験を受けようとする 

    者にあっては別記様式第14の２の６の申込書 

  第18条第１項第７号を削る。 

  第18条の３の次に次の１条を加える。 

  （臨時認知機能検査等の通知） 

 第18条の３の２ 法第101条の７第２項に規定する臨時認知機能検査の通知は別記様式第14  

  の２の７の通知書によって、法第101条の７第５項に規定する臨時高齢者講習の通知は別 

  記様式第14の２の８の通知書によってそれぞれ行うものとする。 

  第18条の４第１項中「別記様式第14の２」を「別記様式第14の２の９」に、「別記様式第 



  14の２の２」を「別記様式第14の２の10」に改める。 

  第24条の２中「第37条の７第２項第１号」を「第37条の７第１号」に改める。 

  第25条の見出しを「（臨時適性検査等の通知）」に改め、同条第１項中「該当する者」を 

  「規定する臨時適性検査を実施する場合」に改め、同条中第２項を第３項とし、第１項の 

  次に次の１項を加える。 

２ 法第102条第１項から第３項までに規定する医師の診断書の提出を命ずる場合は、別記様 

  式第17の３の命令書によって行うものとする。 

  別記様式第９及び別記様式第９の２中                                                                                                                               

  「                       

 

                           

                               を 

                           

 

                             」 

  「 

 

 

                              に改める。 

 

 

                             」 

   別記様式第14の２の２を別記様式第14の２の10とし、別記様式第14の２を別記様式第14 

  の２の９とし、別記様式第14の次に次の８様式を加える。 
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※　手数料（埼玉県収入証紙）は下の欄に貼ってください。

　

　

　

　

一

　

太

線

内

を

黒

色

ボ

ー

ル

ペ

ン

で

記

載

し

て

く

だ

さ

い

。

　

　

　

　

二

　

文

字

は

、

楷

書

で

明

瞭

に

記

載

し

て

く
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。

　

　

　

　

三

　

生

年

月

日

の

年

号

及

び

性

別

欄

は

、

該

当

す

る

も

の

を

〇

で

囲

ん

で

く

だ

さ

い

。

証　　紙証　　紙証　　紙証　　紙

判　定

修了検定合格者

学科・技能試験免除

再試験取消学技免

外 国 免 許

試

験

免

除

事

由

受付印

埼玉県公安委員会 殿

運転免許申請書　(正） 写真貼付欄

学科免除者は

写真は不要
縦３㎝×横2.4㎝

無帽､無背景､上三分身

６か月以内に

撮影したもの

学　合

技　合

新 免 許 条 件

申請日 年　　　月　　　日　

　免許証番号は合格後に記載してください。

生年月日 性　別 男　・　女

受けようとする

免 許 の 種 類

(○を付ける。)

氏　　名

本　　籍

住　　所

登録番号
 初めての方は記載しないでください。

受験番号

昭・平・　

携
帯

電
話
番
号

大
　
型

中
　
型

深視力

聴　力

運動能力

今回設定する
暗証番号

※　免許証を保護するために必要な番号です。必ず記入してください。


免許証番号

備
　
考

適　性　試　験

眼
鏡
等

裸
眼視

　
力

視　野

色彩識別

仮免
大
型
二

け
ん
引

原
　
付

小
　
特

普
自
二

大
自
二

け
ん
引
二

大
特
二

普
通
二

中
型
二

準
中
型

普
　
通

別記様式第14の２（第18条関係）

① ②

 埼玉県

教習所名 教習所コード

（姓） （名）

大
　
型

中
　
型

準
中
型

普
　
通

大
　
特
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両

右
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両

運 転 免 許 証 の 写 し （表） 運 転 免 許 証 の 写 し （裏）

眼
鏡
等

深視力

視　野

聴　力

運動能力

色彩識別

学　合
学科・技能試験免除

　現に取得している免許証番号を記載してください。 再試験取消学技免

備
　
考

外 国 免 許

判　定 技　合

　

　

　

　

一

　

太

線

内

を

黒

色

ボ

ー

ル

ペ

ン

で

記

載

し

て

く

だ

さ

い

。

　

　

　

　

二

　

文

字

は

、

楷

書

で

明

瞭

に

記

載

し

て

く

だ

さ

い

。

　

　

　

　

三
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欄
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該

当

す

る

も
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を
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だ
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い

。

免許証番号

試

験

免

除

事

由

修了検定合格者

適　性　試　験

視
　
力

裸
眼

②

今回設定する
暗証番号

教習所名 教習所コード

①

※　免許証を保護するために必要な番号です。必ず記入してください。


（姓） （名） 電
話
番
号

携
帯

氏　　名

大
　
特

大
自
二

普
自
二

小
　
特

生年月日 昭・平・　

け
ん
引
二

仮免 受験番号
大
　
型

大
　
型

中
　
型

準
中
型

普
　
通

原
　
付

け
ん
引

大
型
二

中
型
二

中
　
型

準
中
型

普
　
通

別記様式第14の２の２（第18条関係）

性　別 男　・　女

※　手数料（埼玉県収入証紙）は下の欄に貼ってください。

証　　紙 証　　紙 証　　紙 証　　紙

受付印
運転免許申請書 (併記・正） 写真貼付欄

学科免除者は

写真は不要
縦３㎝×横2.4㎝

無帽､無背景､上三分身

６か月以内に

撮影したもの

埼玉県公安委員会 殿 申請日 年　　　月　　　日　

登録番号
新 免 許 条 件

普
通
二

大
特
二

 初めての方は記載しないでください。

受けようとする

免 許 の 種 類

(○を付ける。)
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自
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右
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両

右
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　期限切れの免許証番号を記載してください。
免許証番号 有　・　無証 明 書 類 等

眼
鏡
等

深視力

視　野

聴　力

有 効 期 限

や ん だ 日

　　 　年　 月 　日

　　 　年　 月 　日

　　 　年　 月 　日

やむ発生日

２ － 　

うっかり失効

運動能力

色彩識別

学　合

試 験 免 除 理 由

１ － １

1 － ２ やむ失効・継続（前回から）

やむ失効・継続（今回）

１ － ３

やむ失効（６か月経過）

技　合

①

　

一
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※　免許証を保護するために必要な番号です。必ず記入してください。


視
　
力

裸
眼

②

備
　
考 判　定

適　性　試　験

住　　所  埼玉県

性　別 男　・　女

（姓） （名） 電
話
番
号

携
帯

氏　　名

今回設定する
暗証番号

原
　
付

け
ん
引

大
型
二

中
型
二

本　　籍

大
　
特

大
自
二

普
自
二

小
　
特

生年月日 昭・平・　

普
　
通

け
ん
引
二

仮免 受験番号
大
　
型

中
　
型

準
中
型

普
　
通

別記様式第14の２の３（第18条関係）
※　手数料（埼玉県収入証紙）は下の欄に貼ってください。

証　　紙 証　　紙 証　　紙 証　　紙

受付印
運転免許申請書 (失効・正） 写真貼付欄

縦３㎝×横2.4㎝

無帽､無背景､上三分身

６か月以内に

撮影したもの

埼玉県公安委員会 殿 申請日 年　　　月　　　日　

登録番号
新 免 許 条 件

普
通
二

大
特
二

 初めての方は記載しないでください。

受けようとする

免 許 の 種 類

(○を付ける。)

大
　
型

中
　
型

準
中
型



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別記様式第14の２の４（第18条関係）

埼玉県公安委員会　殿

記載時の注意事項　１　太線の枠内を記載してください。
　　　　　　　　　２　文字は、楷書で明瞭に記載してください。
　　　　　　　　　３　生年月日の年号及び性別欄は、該当するものを○で囲んでください。

技 能 検 査 申 請 書

※　手数料（埼玉県収入証紙）を貼ってください。

技合印受付印

　仮　免　許　証　有　効
　　　　　年　　月　　日まで

男　・　女

自宅・携帯・勤務先

大　型

月

（名）

年

性　別

条
　
件

受　験　番　号

年　　　 月 　　　日

日

電
話
番
号

仮　免　番　号

準中型

普　通

 検査を受けようとする
 自動車の種類に○を付
 けてください。

（姓）

生　年　月　日 昭　・　平

証　　紙 証　　紙 証　　紙

氏　　　　　名

フリガナ

証　　紙

中　型



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 月 日

フリガナ

自
宅

右

左

両

右

左

両

記載時の注意事項

証　　紙 証　　紙 証　　紙 証　　紙

※　手数料（埼玉県収入証紙）は免許証をコピーしてから下の欄に貼ってください。

生年月日 昭・平・　

（姓） （名） 電
話
番
号

携
帯

氏　　名

年　　　月　　　日　

受 験 番 号

　現に取得している免許証番号を記載してください。
免許証番号

受 験 回 数

回目

０２

限　定　解　除

０１５８
審　査　未　済

受 付 印

埼玉県公安委員会 殿

資料区分

色彩識別

性　別 男　・　女

　※　その他に○を付けた方は、免許の条件を記載してください。

受けようとする

審 査 の 種 類

(○を付ける。)

限 定 解 除 審 査 申 請 書

適　性　試　験

視
　
力

裸
眼

聴　力

運動能力

眼
鏡
等

Ａ
Ｔ
限
定

※
そ
の
他

別記様式第14の２の５（第18条関係）

１　太線の中を記載してください。
２　文字は、楷書で明瞭に記載してください。
３　生年月日の年号及び性別欄は、該当するものを〇で囲んでください。

運 転 免 許 証 の 写 し （表） 運 転 免 許 証 の 写 し （裏）

新
条
件

備
　
考

眼
鏡
等

深視力

視　野



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 月 日

フリガナ

自

宅

記載時の注意事項

※　手数料（埼玉県収入証紙）は免許証をコピーしてから下の欄に貼ってください。

証　　紙 証　　紙 証　　紙 証　　紙

免許証番号

受 付 印
再 試 験 受 験 申 込 書

埼玉県公安委員会 殿 年　　　月　　　日　

受 験 番 号

再試験に係る

免許の種類

(○を付ける。)

準
中
型

普
　
通

大
自
二

性　別 男　・　女

（姓） （名） 電
話
番
号

携
帯

生年月日 昭・平・　

１　太線の中を記載してください。
２　文字は、楷書で明瞭に記載してください。
３　生年月日の年号及び性別欄は、該当するものを〇で囲んでください。

運 転 免 許 証 の 写 し （表）

　現に取得している免許証番号を記載してください。

受 験 番 号

普
自
二

原
　
付

４ ３ ８ ８

運 転 免 許 証 の 写 し （裏）

別記様式第14の２の６（第18条関係）

学
　
科

試　験　結　果

備
　
考

　普　   　通　 　  車　（　ＭＴ　・　ＡＴ　）
　大 型 自 動 二 輪 車　（　ＭＴ　・　ＡＴ　）
　普 通 自 動 二 輪 車　　　無制限・　小型
・・　　　　　　　　　　　　ＭＴ　・　ＡＴ

技
　
能

氏　　名



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が取り消される 

の効力が停止される 

 

 整理番号           

 

                                  年   月   日 

 住所 

                   殿 

 

                          埼玉県公安委員会  印 

 

臨時認知機能検査通知書 

  道路交通法第101条の７第１項の規定による臨時認知機能検査を下記のとおり実施します

ので通知します。 

  なお、この通知を受けてから１か月以内に、やむを得ない理由なく臨時認知機能検査を受 

               

 けない場合は、運転免許              こととなります。 
               

 

臨時認知機能検査 

を 行 う 理 由 

  

 

臨時認知機能検査 

の 場 所 
 

備    考  

 

 

別記様式第14の２の７（第18条の３の２関係） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が取り消される 

の効力が停止される 

 整理番号       

                   

                                  年   月   日  

 住所   

                 殿 

 

                           埼玉県公安委員会 印 

 

臨時高齢者講習通知書 

  道路交通法第101条の７第４項の規定による臨時高齢者講習を下記のとおり実施しますの

で通知します。 

  なお、この通知を受けてから１か月以内に、やむを得ない理由なく臨時高齢者講習を受け 

               

 ない場合は、運転免許               こととなります。 
            

 

臨時高齢者講 習 

を 行 う 理 由 

臨時認知機能検査において認知機能が低下しているおそれが

あると認められるため 

臨時 高齢 者講習 

の 場 所 

      

 

備    考   

 

 

別記様式第14の２の８（第18条の３の２関係） 



          「                「  

  別記様式第14の６中                を           

                          

                                                           

 に改める。 

  別記様式第16の２中「第37条の７第２項第１号」を「第37条の７第１号」に改める。 

  別記様式第17及び別記様式第17の２を次のように改める。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型 中型 普通 

   

 

大型 中型 準中型 普通 

    

  」 

 」 

 」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  整理番号 

  

                            年   月   日 

  住所 

           

                   殿        

         

                        埼
さい

 玉
たま

 県
けん

 公
こう

 安
あん

 委
い

 員
いん

 会
かい

 印 

      臨 時
り ん じ

適 性
て き せ い

検 査
け ん さ

実 施
じ っ し

通 知 書
つ う ち し ょ

 

 あなたは、認知
に ん ち

機能
き の う

検査
け ん さ

の結果
け っ か

、「記憶力
きおくりょく

・判断力
はんだんりょく

が低
ひく

くなっている」との判定
はんてい

を受 

けたことから、道路
ど う ろ

交通法
こうつうほう

第
だい

102 条
じょう

第
だい

  項
こう

による臨時
り ん じ

適性
てきせい

検査
け ん さ

（認知症
にんちしょう

の専門医
せんもんい

によ 

る診断
しんだん

）を受
う

けていただくことになりましたので、通知
つ う ち

します。 

 この通知
つ う ち

を受
う

け、やむを得
え

ない理由
り ゆ う

なく臨時
り ん じ

適性
てきせい

検査
け ん さ

を受
う

けない場合
ば あ い

は、 

      拒
きょ

   否
ひ

 

運転
うんてん

免許
めんきょ

の 保
ほ

   留
りゅう

 の処分
しょぶん

を受
う

けることとなりますので、御注意
ごちゅうい

ください。 

      取
とり

消
け

し 

      効 力
こうりょく

の停止
て い し

  

適性
てきせい

検査
け ん さ

を 行
おこな

う理由
り ゆ う

と

なった認知
に ん ち

機能
き の う

検査
け ん さ

の

結果
け っ か

 

 

  

適 性
て き せ い

検 査
け ん さ

の 期 日
き じ つ

 

 

          

適 性
て き せ い

検 査
け ん さ

の 場 所
ば し ょ

 

 

備
び

         考
こう

 

 

 

  

 ( 注
ちゅう

) １ 道路
ど う ろ

交通法
こうつうほう

第
だい

102条
じょう

第
だい

４項
こう

の規定
き て い

による適性
てきせい

検査
け ん さ

に係
かか

る通知
つ う ち

を受
う

けた方
かた

が、認知症
にんちしょう

 

      の検査
け ん さ

及
およ

び診断
しんだん

結果
け っ か

が記載
き さ い

された専門医
せんもんい

又
また

は主治医
し ゅ じ い

（かかりつけ医
い

）の診断書
しんだんしょ

を提
てい

 

           出
しゅつ

した場合
ば あ い

には、臨時
り ん じ

適性
てきせい

検査
け ん さ

（認知症
にんちしょう

の専門医
せんもんい

による診断
しんだん

）を受
う

ける必要
ひつよう

はあり 

           ません。 

     ２ 診断書
しんだんしょ

を提出
ていしゅつ

する場合
ば あ い

は、 年
ねん

  月
がつ

  日
にち

までに、埼玉県
さいたまけん

警察
けいさつ

本部
ほ ん ぶ

交通部
こうつうぶ

運転
うんてん

 

           免許
めんきょ

本部
ほ ん ぶ

運転
うんてん

免許
めんきょ

試験課
し け ん か

適
てき

性
せい

検
けん

査
さ

係
かかり

に提
てい

出
しゅつ

してください。   

別記様式第17（第25条関係） 

 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別記様式第 17の２（第 25条関係） 

 整理番号 

                                  

                                   年   月   日 

   住所 

               

                       殿 

 

 

                          埼 玉 県 公 安 委 員 会  印 

 

臨時適性検査実施通知 書 
 

            

 道路交通法第102条第  項の規定により、あなたの臨時適性検査を次により実施しますので通知し

ます。 

 なお、この通知を受け、やむを得ない理由なく適性検査を受けない場合は、道路交通法により運転

免許（仮運転免許を含む。）の取消し（拒否）又は効力の停止（保留）の処分を受けることがありま

す。 

適性検査を行う理由 
 

適性検査を行う日時 
 

  

適性検査を行う場所 
 

  

その他必要な事項 

 

   

備     考 
 

 
 (注) １ 運転免許（仮運転免許を含む。）を受けている方が、やむを得ない理由により適性検査を受 

     けなかったと認められる場合には、取消し又は効力の停止の処分を受けることはありません。 

    ２ 運転免許（仮運転免許を除く。）試験に合格した方が、やむを得ない理由により適性検査を 

     受けなかったと認められる場合には、更に臨時適性検査の通知（運転免許の保留）をします。 

    ３ 仮運転免許を受けている方が、 

    (1) やむを得ない理由により適性検査を受けなかったと認められる場合には、取消しの処分を 

      受けることはありません。                       

    (2) 道路交通法施行令第37条の７第１号に掲げる場合（自らの身体的適性について適性検査を 

      受けたい旨の申出があり、その申出に理由があるとして臨時適性検査を行う場合）には、取 

      消しの処分を受けることはありません。 



  別記様式第17の２の次に次の１様式を加える。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  整理番号 

  

                               年   月   日 

   住所            

 

                   殿        

   

                       埼
さい

 玉
たま

 県
けん

 公
こう

 安
あん

 委
い

 員
いん

 会
かい

  印 

       診
しん

 断
だん

 書
しょ

 提
てい

 出
しゅつ

 命
めい

 令
れい

 書
しょ

  

 あなたは、認知
に ん ち

機能
き の う

検査
け ん さ

の結果
け っ か

、「記憶力
きおくりょく

・判断力
はんだんりょく

が低
ひく

くなっている」との判定
はんてい

を受
う

け、認知症
にんちしょう

のおそれ（疑い
うたが

）があることから、道路
ど う ろ

交通法
こうつうほう

第
だい

102 条
じょう

第
だい

  項
こう

の規定
き て い

によ

り、下記
か き

のとおり、道路
ど う ろ

交通法
こうつうほう

施行
し こ う

規則
き そ く

第
だい

29条
じょう

の３第
だい

３項
こう

に規定
き て い

する要件
ようけん

を満
み

たす医師
い し

の診断書
しんだんしょ

（認知症
にんちしょう

の専門医
せんもんい

又
また

は主治医
し ゅ じ い

（かかりつけ医
い

）が作成
さくせい

した診断書
しんだんしょ

であって、診断
しんだん

に係
かか

る検査
け ん さ

の結果
け っ か

及
およ

び認知症
にんちしょう

に該当
がいとう

しないと認
みと

められるかどうかに関
かん

する当該
とうがい

医師
い し

の

意見
い け ん

が記載
き さ い

されているもの）を提出
ていしゅつ

していただくようお願
ねが

いします。 

 なお、やむを得
え

ない理由
り ゆ う

なく診断書
しんだんしょ

を提出
ていしゅつ

しない場合
ば あ い

は、 

      が拒否
き ょ ひ

される 

 運転
うんてん

免許
めんきょ

 が保留
ほりゅう

される    こととなりますので、御注意
ごちゅうい

ください。 

      が取
と

り消
け

される 

      の効 力
こうりょく

が停
てい

止
し

される 

 また、提出
ていしゅつ

された診断書
しんだんしょ

が上記
じょうき

の要件
ようけん

（認知症
にんちしょう

の専門医
せんもんい

又
また

は主治医
し ゅ じ い

（かかりつけ医
い

）

が作成
さくせい

した診断書
しんだんしょ

であって、診断
しんだん

に係
かか

る検査
け ん さ

の結果
け っ か

及
およ

び認知症
にんちしょう

に該当
がいとう

しないと認
みと

められ

るかどうかに関
かん

する当該
とうがい

医師
い し

の意見
い け ん

が記載
き さ い

されているもの）を満
み

たさない場合
ば あ い

、上記
じょうき

運転
うんてん

免許
めんきょ

の行政
ぎょうせい

処分
しょぶん

を 行
おこな

うか、 改
あらた

めて臨時
り ん じ

適性
てきせい

検査
け ん さ

又
また

は診断書
しんだんしょ

提出
ていしゅつ

命令
めいれい

を 行
おこな

うこ

ととなりますので、御注意
ごちゅうい

ください。 

診断書
しんだんしょ

の提
てい

出
しゅつ

を命
めい

ずる理由
り ゆ う

となった認知
に ん ち

機能
き の う

検査
け ん さ

の結果
け っ か

 

 

診
し ん

断
だ ん

書
し ょ

の 提
て い

出
しゅつ

期 限
き げ ん

 

 

診
し ん

断
だ ん

書
し ょ

の 提 出 先
て い し ゅ つ さ き

 

 

 

備
び

           考
こう

 

 

 

 
   

別記様式第17の３（第25条関係） 



  別記様式第18の３を次のように改める。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   別記様式第18の５中「講習予備検査（認知機能検査）受検申請書」を「認知機能検査受検  

申請書」に、「はり付け欄」を「貼付け欄」に改める。 

          「 

                                      

「                             

                               に、 

                                

「      「   

 

     を          に改める。 

    

     」        」 

              「                

   別記様式第25の２の２中                       を 

                                    」 

 「 

                         に、 

                       」 

 「                             

                              

 「                             

                              に改める。 

                             」 

  別記様式第25の８中「運転免許に係る講習に関する規則」を「運転免許に係る講習等に関     

 する規則」に、「はり付け欄」を「貼付け欄」に改める。 

 （応急救護処置指導員の資格認定に関する規則の一部改正） 

第２条 応急救護処置指導員の資格認定に関する規則（平成６年埼玉県公安委員会規則第７  

 号）の一部を次のように改正する。 

  本則中「第33条第４項第２号ニ」を「第33条第５項第２号ニ」に、「及び第６項第３号」  

□普通免許  □大型二輪免許  □普通二輪免許  □原付免許 

 

を 

」  

別記様式第 24 中 

□準中型免許   □普通免許   □大型二輪免許  

□普通二輪免許  □原付免許 

 
」  

 

 

普 
 

通 

 

  

普 
 

通 

準

中

型 

大

型

二

◌ ◌ ◌ ◌
大

特

二

け

ん

引

二

◌ ◌
中

型

二

普

通

二

◌◌
大

特

大

自

二

普

自

二

◌ ◌
け

ん

引

◌
小

特

原

付

◌
中

型

準

中

型

普

通

◌ ◌○

を

付

け

る

免

許

の

種

類

◌
大

型

 質問票を読んで回答してください。
 回答しない場合は更新手続ができません。

 を 

 」 

 質問票を読んで回答してください。
 回答しない場合は更新手続ができません。

 ※  質問票は裏面にあります。



 を「、第６項第３号及び第７項第３号」に、「規定により公安委員会が」を「規定により埼 

 玉県公安委員会（以下「公安委員会」という。）が」に改める。 

   附 則 

 この規則は、平成29年３月12日から施行する。 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
一
号 

 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県

民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法

並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
a
i
t
a
m
a
k
e
n
-
n
p
o
.
n
e
t
/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ま
な
び
ク
ラ
ブ
・
リ
ク
ウ
ェ
イ 

三 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

根
岸 

利
一
郎 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
深
谷
市
上
柴
町
西
六
丁
目
十
五
番
地
七 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

 
 

こ
の
法
人
は
、
深
谷
市
と
そ
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
経
済
的
格
差
や
心
身
の
疲
弊
に
よ
り 

 

学
ぶ
機
会
の
少
な
い
境
遇
に
あ
る
児
童
・
生
徒
へ
の
等
し
く
学
ぶ
た
め
の
場
、
自
然
環
境
の
保 

 

全
や
自
然
科
学
お
よ
び
情
報
技
術
に
関
わ
る
知
識
・
技
術
を
学
ぶ
た
め
の
機
会
、
ま
た
感
性
を 

 

豊
か
に
す
る
境
遇
な
ど
へ
の
支
援
を
提
供
し
、
各
自
に
必
要
な
知
的
補
充
や
回
復
の
道
を
共
有 

 

す
る
こ
と
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
二
号 

 
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
収
納
事
務
を
、
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
期
間
委
託
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

     

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
宮
町
三

丁
目
一
番
六
号 

株
式
会
社
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト 

代
表
取
締
役 

西
村 

修 

受
託
者
の
住
所
、
名
称
及
び 

代 
 

表 
 

者 
 

氏 
 

名 
埼
玉
県
さ
い
た
ま
県
税

事
務
所
、
埼
玉
県
川
口

県
税
事
務
所
、
埼
玉
県

朝
霞
県
税
事
務
所
、
埼

玉

県

川

越

県

税

事

務

所
、
埼
玉
県
春
日
部
県

税
事
務
所
及
び
埼
玉
県

越
谷
県
税
事
務
所
に
お

い
て
行
う
県
税
に
係
る

徴
収
金
の
収
納
事
務 

委 

託 

内 

容 

平
成
二
十
九
年
三
月
一

日
か
ら
平
成
三
十
一
年

二
月
二
十
八
日
ま
で 

 

委 

託 

期 

間 

 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
三
号 

 
ふ
る
さ
と
埼
玉
の
緑
を
守
り
育
て
る
条
例
（
昭
和
五
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
十
号
）
第
十
九
条 

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
民
管
理
協
定
の
認
定
を
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り 

公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

認
定
市
民
管
理
協
定
の
名
称 

 
 

市
民
緑
地
市
民
管
理
協
定
（
第
三
号
） 

二 

認
定
市
民
管
理
協
定
の
目
的
と
な
る
緑
地
の
区
域 

 
 

北
本
市
二
ツ
家
二
丁
目
四
一
番
一
、
八
二
番
一
、
八
三
番
一
、
八
三
番
三
、
八
四
番
一
、
八 

 

四
番
三
、
八
五
番
一
、
八
五
番
二 

三 

認
定
市
民
管
理
協
定
区
域
内
の
緑
地
の
管
理
の
方
法 

 

イ 

協
定
区
域
内
に
お
け
る
森
林
の
整
備
又
は
景
観
の
整
備
を
す
る
た
め
に
必
要
な
樹
木
の
枝 

 
 

打
ち
、
下
草
刈
り
、
間
伐
、
保
育
、
病
害
虫
の
防
除
そ
の
他
当
該
緑
地
を
良
好
な
状
態
に
保 

 
 

つ
た
め
に
必
要
な
行
為 

 

ロ 

協
定
区
域
内
に
お
け
る
緑
地
保
全
の
た
め
の
研
修 

 

ハ 

協
定
区
域
内
に
お
け
る
自
然
観
察
や
環
境
教
育 

四 

認
定
市
民
管
理
協
定
の
有
効
期
間 

 
 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
三
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
十
二
月
十
二
日
ま
で 

五 

認
定
市
民
管
理
協
定
の
認
定
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
四
日 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
四
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
ベ
ル
ク
鶴
ケ
丘
店 

 
 

 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
鶴
ケ
丘
字
仲
丸
前
二
百
七
十
六
番
一
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
意
見
の
概
要 

 

⑴ 

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て 

㈠ 

届
出
書
三
十
一
ペ
ー
ジ
図
三
の
搬
出
入
専
用
出
入
口
に
つ
い
て
は
、 

N
o
.
2

出
入
口

と
同
様
に
停
止
線
表
示
等
の
路
面
標
示
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

㈡ 

届
出
書
六
ペ
ー
ジ
の
「
（
２
）
交
通
へ
の
支
障
を
回
避
す
る
た
め
の
方
策
等
」
及
び

七
ペ
ー
ジ
の
「
（
３
）
交
通
誘
導
、
周
辺
交
差
点
へ
の
影
響
」
に
お
い
て
、
安
全
な
交

通
誘
導
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
市
道
四
百
三
十
三
号
線
北
側
の
通
学
路
へ
の

進
入
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。 

 

⑵ 

防
災
・
防
犯
対
策
等
に
つ
い
て 

届
出
書
二
十
六
ペ
ー
ジ
の
「
指
針
に
基
づ
く
配
慮
事
項
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
以
外
に

も
、
交
通
・
防
災
・
防
犯
等
に
係
る
市
の
事
業
及
び
地
元
自
治
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
ご

協
力
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
三
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
五
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

東
鷲
宮
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

 
 

 

埼
玉
県
久
喜
市
桜
田
三
丁
目
二
番
一
、
二
番
四 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
意
見
の
概
要 

 
 

自
動
車
の
用
に
供
す
る
部
分
の
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
駐
車
料
金
を
徴
収

す
る
場
合
は
、
「
駐
車
場
法
」
、
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
」
及
び
「
埼
玉
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
に
基
づ
く
変
更
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
や
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ
い
て
、
車
い
す
利
用
者
用
駐
車
場

を
設
け
て
お
り
、
今
回
の
廃
止
や
変
更
に
よ
り
、
当
該
車
い
す
利
用
者
用
駐
車
場
が
な
く
な

る
場
合
に
は
、
必
要
と
な
る
台
数
を
別
に
設
け
て
く
だ
さ
い
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
四
月
三
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
六
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ベ
ル
ク
か
ご
は
ら
南
店 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
市
新
堀
新
田
六
百
七
十
七
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

原
島
功 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
用
土
五
千
四
百
五
十
六
番
地 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

大
島
孝
之 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
脚
折
千
六
百
四
十
六
番 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

原
島
功 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
用
土
五
千
四
百
五
十
六
番
地 

 
 

 
 

 

株
式
会
社
フ
ー
ケ 

代
表
取
締
役 

福
田
豊 

 
 

 
 

 

群
馬
県
高
崎
市
台
町
四
番
地
十
九 

 
 

 
 

 

株
式
会
社
四
五
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

代
表
取
締
役 

大
塚
健
生 

 
 

 
 

 

東
京
都
豊
島
区
池
袋
三
丁
目
一
番
一
号 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

大
島
孝
之 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
脚
折
千
六
百
四
十
六
番 

 
 

 
 

 

伊
藤
製
パ
ン
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

柳
井
泰
道 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
末
田
二
千
三
百
九
十
八
番
一 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
一
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
一
日 



二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
七
月
三
日
ま
で 

三 
縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
七
月
三
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
七
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

秩
父
公
園
橋
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

 
 

 

埼
玉
県
秩
父
市
中
村
町
四
丁
目
二
千
六
百
二
十
二
―
一
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

原
島
功 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
用
土
五
千
四
百
五
十
六
番
地 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

大
島
孝
之 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
脚
折
千
六
百
四
十
六
番 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

原
島
功 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
用
土
五
千
四
百
五
十
六
番
地 

 
 

 
 

 

株
式
会
社
プ
ラ
ザ
ク
リ
エ
イ
ト 

代
表
取
締
役 

大
島
康
広 

 
 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
五
番
町
一
番
地 

 
 

 
 

 

株
式
会
社
ホ
ー
ム
ピ
ッ
ク 

代
表
取
締
役 

石
川
靖
男 

 
 

 
 

 

東
京
都
足
立
区
東
保
木
間
一
丁
目
十
六
番
二
十
二
号 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

大
島
孝
之 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
脚
折
千
六
百
四
十
六
番 

 
 

 
 

 

株
式
会
社
Ｏ
ｌ
ｙ
ｍ
ｐ
ｉ
ｃ 

代
表
取
締
役 

金
澤
良
樹 

 
 

 
 

 

東
京
都
国
分
寺
市
本
町
四
―
十
二
―
一 

 
 

 
 

 

株
式
会
社
マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ
シ 

代
表
取
締
役 

松
本
清
雄 

 
 

 
 

 

千
葉
県
松
戸
市
新
松
戸
東
九
番
地
一 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
一
日
外 



 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
一
日 

二 
縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
七
月
三
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
秩
父
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
七
月
三
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
八
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ベ
ル
ク
・
ケ
ー
ヨ
ー
宮
地
店 

 
 

 

埼
玉
県
秩
父
市
下
宮
地
町
五
千
九
百
二
十
二
―
一
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

原
島
功 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
用
土
五
千
四
百
五
十
六
番
地 

 
 

 
 

 

株
式
会
社
ケ
ー
ヨ
ー 

代
表
取
締
役 

醍
醐
茂
夫 

 
 

 
 

 

千
葉
県
千
葉
市
若
葉
区
み
つ
わ
台
一
丁
目
二
十
八
番
一
号 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

大
島
孝
之 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
脚
折
千
六
百
四
十
六
番 

 
 

 
 

 

株
式
会
社
ケ
ー
ヨ
ー 

代
表
取
締
役 

醍
醐
茂
夫 

 
 

 
 

 

千
葉
県
千
葉
市
若
葉
区
み
つ
わ
台
一
丁
目
二
十
八
番
一
号 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

原
島
功 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
用
土
五
千
四
百
五
十
六
番
地 

外 

計
四
者 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

大
島
孝
之 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
脚
折
千
六
百
四
十
六
番 

外 

計
四
者 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
一
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
一
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
七
月
三
日
ま
で 



三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
秩
父
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
七
月
三
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
九
号 

 
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
第
六
十
六
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年
度
前
期
技
能
検
定
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
公
示
す

る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

実
施
等
級
別
職
種 

 

イ 

特
級 

 
 

 

な
し 

 

ロ 

一
級
及
び
二
級 

 

園
芸
装
飾
（
室
内
園
芸
装
飾
作
業
）
、
造
園
（
造
園
工
事
作
業
）
、
鋳
造
（
鋳
鉄
鋳
物
鋳

造
作
業
）
、
金
属
熱
処
理
（
一
般
熱
処
理
作
業
、
浸
炭
・
浸
炭
窒
化
・
窒
化
処
理
作
業
、
高

周
波
・
炎
熱
処
理
作
業
）
、
粉
末
冶や

金
（
成
形
・
再
圧
縮
作
業
）
、
機
械
加
工
（
普
通
旋
盤 

作
業
、
数
値
制
御
旋
盤
作
業
、
フ
ラ
イ
ス
盤
作
業
、
数
値
制
御
フ
ラ
イ
ス
盤
作
業
、
平
面
研

削
盤
作
業
、
円
筒
研
削
盤
作
業
、
ホ
ブ
盤
作
業
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
作
業
）
、
放
電
加
工

（
数
値
制
御
形
彫
り
放
電
加
工
作
業
、
ワ
イ
ヤ
放
電
加
工
作
業
）
、
金
属
プ
レ
ス
加
工
（
金

属
プ
レ
ス
作
業
）
、
鉄
工
（
構
造
物
鉄
工
作
業
）
、
建
築
板
金
（
内
外
装
板
金
作
業
、
ダ
ク

ト
板
金
作
業
）
、
工
場
板
金
（
曲
げ
板
金
作
業
、
打
出
し
板
金
作
業
）
、
仕
上
げ
（
治
工
具

仕
上
げ
作
業
、
金
型
仕
上
げ
作
業
、
機
械
組
立
仕
上
げ
作
業
）
、
電
子
機
器
組
立
て
（
電
子

機
器
組
立
て
作
業
）
、
電
気
機
器
組
立
て
（
配
電
盤
・
制
御
盤
組
立
て
作
業
）
、
産
業
車
両

整
備
（
産
業
車
両
整
備
作
業
）
、
鉄
道
車
両
製
造
・
整
備
（
内
部
ぎ
装
作
業
、
配
管
ぎ
装
作

業
、
電
気
ぎ
装
作
業
）
、
建
設
機
械
整
備
（
建
設
機
械
整
備
作
業
）
、
婦
人
子
供
服
製
造
（
婦

人
子
供
注
文
服
製
作
作
業
）
、
家
具
製
作
（
家
具
手
加
工
作
業
）
、
建
具
製
作
（
木
製
建
具

手
加
工
作
業
）
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
（
射
出
成
形
作
業
）
、
石
材
施
工
（
石
張
り
作
業
）
、

と
び
（
と
び
作
業
）
、
左
官
（
左
官
作
業
）
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

工
事
作
業
）
、
タ
イ
ル
張
り
（
タ
イ
ル
張
り
作
業
）
、
畳
製
作
（
畳
製
作
作
業
）
、
防
水
施

工
（
ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
系
塗
膜
防
水
工
事
作
業
、
シ
ー
リ
ン
グ
防
水
工
事
作
業
）
、
内
装
仕
上

げ
施
工
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
床
仕
上
げ
工
事
作
業
、
鋼
製
下
地
工
事
作
業
、
ボ
ー
ド
仕
上
げ

工
事
作
業
）
、
サ
ッ
シ
施
工
（
ビ
ル
用
サ
ッ
シ
施
工
作
業
）
、
表
装
（
壁
装
作
業
）
、
塗
装

（
建
築
塗
装
作
業
、
金
属
塗
装
作
業
）
及
び
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
（
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
作
業
） 

 

ハ 

三
級 

 

園
芸
装
飾
（
室
内
園
芸
装
飾
作
業
）
、
造
園
（
造
園
工
事
作
業
）
、
鋳
造
（
鋳
鉄
鋳
物
鋳

造
作
業
）
、
金
属
熱
処
理
（
一
般
熱
処
理
作
業
、
浸
炭
・
浸
炭
窒
化
・
窒
化
処
理
作
業
、
高



周
波
・
炎
熱
処
理
作
業
）
、
機
械
加
工
（
普
通
旋
盤
作
業
、
数
値
制
御
旋
盤
作
業
、
フ
ラ
イ

ス
盤
作
業
、
平
面
研
削
盤
作
業
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
作
業
）
、
仕
上
げ
（
機
械
組
立
て
仕

上
げ
作
業
）
、
機
械
検
査
（
機
械
検
査
作
業
）
、
電
子
機
器
組
立
て
（
電
子
機
器
組
立
て
作

業
）
、
建
築
大
工
（
大
工
工
事
作
業
）
、
と
び
（
と
び
作
業
）
、
左
官
（
左
官
作
業
）
、
化

学
分
析
（
化
学
分
析
作
業
）
、
塗
装
（
金
属
塗
装
作
業
）
、
舞
台
機
構
調
整
（
音
響
機
構
調

整
作
業
）
、
商
品
装
飾
展
示
（
商
品
装
飾
展
示
作
業
）
及
び
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
（
フ
ラ
ワ
ー
装

飾
作
業
） 

 

ニ 

単
一
等
級 

 

路
面
標
示
施
工
（
溶
融
ペ
イ
ン
ト
ハ
ン
ド
マ
ー
カ
ー
工
事
作
業
）
及
び
産
業
洗
浄
（
高
圧

洗
浄
作
業
） 

二 

試
験
の
方
法 

 
 

実
技
試
験
及
び
学
科
試
験 

三 

実
施
期
日
、
実
施
場
所
及
び
試
験
問
題
の
公
表 

 

イ 

実
技
試
験 

 
 

⑴ 

実
施
期
日 

 

平
成
二
十
九
年
六
月
五
日
（
月
）
か
ら
同
年
九
月
十
日
（
日
）
ま
で
の
間
に
お
い
て
、

埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
が
指
定
す
る
日 

 
 

⑵ 

実
施
場
所 

協
会
が
指
定
す
る
場
所 

 
 

⑶ 

試
験
問
題
の
公
表 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
九
日
（
月
）
に
協
会
事
務
所
で
公
表
す
る
（
一
部
の
職
種
を 

 
 

除
く
。
）
。 

 

ロ 

学
科
試
験 

 
 

⑴ 

実
施
期
日 

 

次
の
表
の
検
定
職
種
の
欄
に
掲
げ
る
職
種
に
応
じ
、
同
表
の
実
施
期
日
の
欄
に
掲
げ
る

日 

        

一 

三
級 

 
 

園
芸
装
飾
、
造
園
、
鋳
造
、
機
械
加 

 

工
、
仕
上
げ
、
機
械
検
査
、
電
子
機
器 

 

組
立
て
、
建
築
大
工
、
と
び
、
左
官
、 

 

化
学
分
析
、
塗
装
、
舞
台
機
構
調
整
、 

 

商
品
装
飾
展
示
及
び
フ
ラ
ワ
ー
装
飾 

検 

定 

職 

種 

平
成
二
十
九
年
七
月
十
六
日
（
日
） 

実 

施 

期 

日 

 



                          

⑵ 

実
施
場
所 

 
 

 
 

協
会
が
指
定
す
る
場
所 

四 

受
検
申
請
の
手
続 

 

イ 

提
出
書
類 

 
 

⑴ 

技
能
検
定
受
検
申
請
書
（
以
下
「
申
請
書
」
と
い
う
。
） 

⑵ 

実
技
試
験
又
は
学
科
試
験
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
資
格
を 

証
す
る
書
面 

 
 

⑶ 

手
数
料
の
払
込
み
を
証
す
る
書
面 

一 

一
級
及
び
二
級 

 

園
芸
装
飾
、
鋳
造
、
放
電
加
工
、

建
築
板
金
、
工
場
板
金
、
仕
上
げ
、

電
気
機
器
組
立
て
、
鉄
道
車
両
製

造
・
整
備
、
石
材
施
工
、
ブ
ロ
ッ
ク

建
築
、
タ
イ
ル
張
り
、
表
装
及
び
フ

ラ
ワ
ー
装
飾 

二 

単
一
等
級 

 
 

路
面
標
示
施
工 

一 

一
級
及
び
二
級 

 

粉
末
冶や

金
、
機
械
加
工
、
鉄
工
、

電
子
機
器
組
立
て
、
建
設
機
械
整
備
、

婦
人
子
供
服
製
造
、
家
具
製
作
、
建

具
製
作
、
左
官
、
畳
製
作
及
び
内
装

仕
上
げ
施
工 

一 

一
級
及
び
二
級 

 

造
園
、
金
属
熱
処
理
、
金
属
プ
レ

ス
加
工
、
産
業
車
両
整
備
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
成
形
、
と
び
、
防
水
施
工
、

サ
ッ
シ
施
工
及
び
塗
装 

二 

三
級 

金
属
熱
処
理 

三 

単
一
等
級 

 
 

産
業
洗
浄 

平
成
二
十
九
年
九
月
三
日
（
日
） 

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
七
日
（
日
） 

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
日
（
日
） 

 



 

ロ 

提
出
先 

 
 

 

協
会 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
五
丁
目
六
番
五
号
（
郵
便
番
号
三
三
〇
‐
〇
〇
七
四
） 

 

ハ 
受
付
期
間 

 

平
成
二
十
九
年
四
月
三
日
（
月
）
か
ら
同
年
四
月
十
四
日
（
金
）
ま
で 

 

ニ 

受
検
申
請
に
関
す
る
注
意 

 
 

⑴ 

申
請
書
の
用
紙
及
び
受
検
案
内
は
、
協
会
で
交
付
す
る
。 

 

な
お
、
こ
れ
ら
の
書
類
を
郵
送
で
求
め
る
場
合
は
、
受
検
し
よ
う
と
す
る
等
級
を
明
記

し
、
切
手
百
四
十
円
分
を
同
封
し
て
請
求
す
る
こ
と
。 

 
 

⑵ 

申
請
書
を
郵
送
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
面
に
「
技
能
検
定
受
検
申
請
書
在
中
」
と
朱 

 
 

書
す
る
こ
と
。 

 
 

⑶ 

郵
送
に
よ
る
申
請
書
は
、
受
付
期
間
内
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
る
。 

五 

手
数
料 

 

次
に
掲
げ
る
額
の
手
数
料
を
郵
便
振
替
で
協
会
に
納
付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
実
技
試
験
又

は
学
科
試
験
の
免
除
を
受
け
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
免
除
を
受
け
る
試
験
に
係
る
手
数
料
の

納
付
を
要
し
な
い
。 

 

な
お
、
受
検
申
請
を
受
け
付
け
た
後
は
、
申
請
を
取
り
消
し
た
場
合
又
は
試
験
を
受
け
な
か

っ
た
場
合
で
も
手
数
料
は
返
還
し
な
い
。 

 

イ 

実
技
試
験 

 
 

 

                 

金
属
プ
レ
ス
加
工 

放
電
加
工 

機
械
加
工 

粉
末
冶や

金 

金
属
熱
処
理 

鋳
造 

造
園 

園
芸
装
飾 

検 

定 

職 

種 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

手 

数 

料 

 



                                         

タ
イ
ル
張
り 

ブ
ロ
ッ
ク
建
築 

左
官 

と
び 

建
築
大
工 

石
材
施
工 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形 

建
具
製
作 

家
具
製
作 

婦
人
子
供
服
製
造 

建
設
機
械
整
備 

鉄
道
車
両
製
造
・
整
備 

産
業
車
両
整
備 

電
気
機
器
組
立
て 

電
子
機
器
組
立
て 

機
械
検
査 

仕
上
げ 

工
場
板
金 

建
築
板
金 

鉄
工 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

 



                    

    

 

備
考 

手
数
料
の
欄
の
（ 

）
内
の
額
は
、
平
成
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
十
一
号
（
埼
玉 

 
 

 

県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
別
表
産
業
労
働
部
の
項
第
十
号
金 

 
 

 

額
の
欄
の
知
事
が
別
に
定
め
る
者
に
つ
い
て
）
に
定
め
る
者
に
適
用
す
る
。 

 

ロ 

学
科
試
験
（
全
職
種
） 

 
 

 

三
、
一
〇
〇
円 

六 

合
格
発
表
及
び
通
知 

 

イ 

技
能
検
定
合
格
者
の
発
表 

 

平
成
二
十
九
年
七
月
十
六
日
（
日
）
に
学
科
試
験
を
実
施
す
る
職
種
に
あ
っ
て
は
、
同
年

八
月
二
十
五
日
（
金
）
に
、
そ
の
他
の
職
種
に
あ
っ
て
は
同
年
九
月
二
十
九
日
（
金
）
に
埼

玉
県
庁
本
庁
舎
一
階
南
玄
関
の
掲
示
板
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
協
会
か
ら
合
格
者
に
対
し
書
面

で
通
知
す
る
。 

 

ロ 

実
技
試
験
又
は
学
科
試
験
の
合
格
通
知 

 
 

 

協
会
か
ら
合
格
者
に
対
し
書
面
で
通
知
す
る
。 

フ
ラ
ワ
ー
装
飾 

商
品
装
飾
展
示 

産
業
洗
浄 

舞
台
機
構
調
整 

路
面
標
示
施
工 

塗
装 

表
装 

化
学
分
析 

サ
ッ
シ
施
工 

内
装
仕
上
げ
施
工 

防
水
施
工 

畳
製
作 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇
（
一
一
、
九
〇
〇
） 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

一
七
、
九
〇
〇 

 



七 

そ
の
他 

 

こ
の
技
能
検
定
に
関
し
不
明
な
点
は
、
埼
玉
県
産
業
労
働
部
産
業
人
材
育
成
課
又
は
協
会
に

問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
七
十
号 

 
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
第
六
十
六
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年
度
随
時
実
施
技
能
検
定
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
公

示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

一 

実
施
等
級
別
職
種 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

イ 

随
時
三
級 

 
 

 

さ
く
井
（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
式
さ
く
井
工
事
作
業
、
ロ
ー
タ
リ
ー
式
さ
く
井
工
事
作
業
）
、

鋳
造
（
鋳
鉄
鋳
物
鋳
造
作
業
、
非
鉄
金
属
鋳
物
鋳
造
作
業
）
、
鍛
造
（
ハ
ン
マ
型
鍛
造
作
業
、

プ
レ
ス
型
鍛
造
作
業
）
、
機
械
加
工
（
普
通
旋
盤
作
業
、
数
値
制
御
旋
盤
作
業
、
フ
ラ
イ
ス

盤
作
業
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
作
業
）
、
金
属
プ
レ
ス
加
工
（
金
属
プ
レ
ス
作
業
）
、
鉄
工

（
構
造
物
鉄
工
作
業
）
、
建
築
板
金
（
内
外
装
板
金
作
業
、
ダ
ク
ト
板
金
作
業
）
、
工
場
板

金
（
機
械
板
金
作
業
）
、
め
っ
き
（
電
気
め
っ
き
作
業
、
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
作
業
）
、
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
陽
極
酸
化
処
理
（
陽
極
酸
化
処
理
作
業
）
、
仕
上
げ
（
治
工
具
仕
上
げ
作
業
、
金

型
仕
上
げ
作
業
、
機
械
組
立
仕
上
げ
作
業
）
、
機
械
検
査
（
機
械
検
査
作
業
）
、
ダ
イ
カ
ス

ト
（
ホ
ッ
ト
チ
ャ
ン
バ
ダ
イ
カ
ス
ト
作
業
、
コ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
バ
ダ
イ
カ
ス
ト
作
業
）
、
電

子
機
器
組
立
て
（
電
子
機
器
組
立
て
作
業
）
、
電
気
機
器
組
立
て
（
回
転
電
機
組
立
て
作
業
、

配
電
盤
・
制
御
盤
組
立
て
作
業
、
開
閉
制
御
器
具
組
立
て
作
業
、
回
転
電
機
巻
線
製
作
作
業
）
、

プ
リ
ン
ト
配
線
板
製
造
（
プ
リ
ン
ト
配
線
板
設
計
作
業
、
プ
リ
ン
ト
配
線
板
製
造
作
業
）
、

冷
凍
空
気
調
和
機
器
施
工
（
冷
凍
空
気
調
和
機
器
施
工
作
業
）
、
婦
人
子
供
服
製
造
（
婦
人

子
供
既
製
服
縫
製
作
業
）
、
紳
士
服
製
造
（
紳
士
既
製
服
製
造
作
業
）
、
寝
具
製
作
（
寝
具

製
作
作
業
）
、
帆
布
製
品
製
造
（
帆
布
製
品
製
造
作
業
）
、
布
は
く
縫
製
（
ワ
イ
シ
ャ
ツ
製

造
作
業
）
、
家
具
製
作
（
家
具
手
加
工
作
業
）
、
建
具
製
作
（
木
製
建
具
手
加
工
作
業
）
、

紙
器
・
段
ボ
ー
ル
箱
製
造
（
印
刷
箱
打
抜
き
作
業
、
印
刷
箱
製
箱
作
業
、
貼
箱
製
造
作
業
、

段
ボ
ー
ル
箱
製
造
作
業
）
、
印
刷
（
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
作
業
）
、
製
本
（
製
本
作
業
）
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
（
圧
縮
成
形
作
業
、
射
出
成
形
作
業
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
成
形
作
業
、

ブ
ロ
ー
成
形
作
業
）
、
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
（
手
積
み
積
層
成
形
作
業
）
、
石
材
施
工

（
石
材
加
工
作
業
、
石
張
り
作
業
）
、
パ
ン
製
造
（
パ
ン
製
造
作
業
）
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
・
ベ
ー
コ
ン
製
造
（
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
ベ
ー
コ
ン
製
造
作
業
）
、
建
築
大
工
（
大
工

工
事
作
業
）
、
か
わ
ら
ぶ
き
（
か
わ
ら
ぶ
き
作
業
）
、
と
び
（
と
び
作
業
）
、
左
官
（
左
官

作
業
）
、
タ
イ
ル
張
り
（
タ
イ
ル
張
り
作
業
）
、
配
管
（
建
築
配
管
作
業
、
プ
ラ
ン
ト
配
管

作
業
）
、
型
枠
施
工
（
型
枠
工
事
作
業
）
、
鉄
筋
施
工
（
鉄
筋
組
立
て
作
業
）
、
コ
ン
ク
リ



ー
ト
圧
送
施
工
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
工
事
作
業
）
、
防
水
施
工
（
シ
ー
リ
ン
グ
防
水
工
事

作
業
）
、
内
装
仕
上
げ
施
工
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
床
仕
上
げ
工
事
作
業
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
系
床

仕
上
げ
工
事
作
業
、
鋼
製
下
地
工
事
作
業
、
ボ
ー
ド
仕
上
げ
工
事
作
業
、
カ
ー
テ
ン
工
事
作

業
）
、
熱
絶
縁
施
工
（
保
温
保
冷
工
事
作
業
）
、
サ
ッ
シ
施
工
（
ビ
ル
用
サ
ッ
シ
施
工
作
業
）
、

表
装
（
壁
装
作
業
）
、
塗
装
（
建
築
塗
装
作
業
、
金
属
塗
装
作
業
、
鋼
橋
塗
装
作
業
、
噴
霧

塗
装
作
業
）
及
び
工
業
包
装
（
工
業
包
装
作
業
） 

 

ロ 

基
礎
一
級 

 
 

 

さ
く
井
、
鋳
造
、
鍛
造
、
機
械
加
工
、
金
属
プ
レ
ス
加
工
、
鉄
工
、
建
築
板
金
、
工
場
板

金
、
め
っ
き
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
陽
極
酸
化
処
理
、
仕
上
げ
、
機
械
検
査
、
ダ
イ
カ
ス
ト
、
電

子
機
器
組
立
て
、
電
気
機
器
組
立
て
、
プ
リ
ン
ト
配
線
板
製
造
、
冷
凍
空
気
調
和
機
器
施
工
、

染
色
、
ニ
ッ
ト
製
品
製
造
、
婦
人
子
供
服
製
造
、
紳
士
服
製
造
、
寝
具
製
作
、
帆
布
製
品
製

造
、
布
は
く
縫
製
、
家
具
製
作
、
建
具
製
作
、
紙
器
・
段
ボ
ー
ル
箱
製
造
、
印
刷
、
製
本
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
、
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
、
石
材
施
工
、
パ
ン
製
造
、
ハ
ム
・
ソ
ー

セ
ー
ジ
・
ベ
ー
コ
ン
製
造
、
水
産
練
り
製
品
製
造
、
建
築
大
工
、
か
わ
ら
ぶ
き
、
と
び
、
左

官
、
タ
イ
ル
張
り
、
配
管
、
型
枠
施
工
、
鉄
筋
施
工
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
施
工
、
防
水
施

工
、
内
装
仕
上
げ
施
工
、
熱
絶
縁
施
工
、
サ
ッ
シ
施
工
、
ウ
ェ
ル
ポ
イ
ン
ト
施
工
、
表
装
、

塗
装
及
び
工
業
包
装 

 

ハ 

基
礎
二
級 

 

さ
く
井
、
鋳
造
、
鍛
造
、
機
械
加
工
、
金
属
プ
レ
ス
加
工
、
鉄
工
、
建
築
板
金
、
工
場
板

金
、
め
っ
き
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
陽
極
酸
化
処
理
、
仕
上
げ
、
機
械
検
査
、
ダ
イ
カ
ス
ト
、
電

子
機
器
組
立
て
、
電
気
機
器
組
立
て
、
プ
リ
ン
ト
配
線
板
製
造
、
冷
凍
空
気
調
和
機
器
施
工
、

染
色
、
ニ
ッ
ト
製
品
製
造
、
婦
人
子
供
服
製
造
、
紳
士
服
製
造
、
寝
具
製
作
、
帆
布
製
品
製

造
、
布
は
く
縫
製
、
家
具
製
作
、
建
具
製
作
、
紙
器
・
段
ボ
ー
ル
箱
製
造
、
印
刷
、
製
本
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
、
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
、
石
材
施
工
、
パ
ン
製
造
、
ハ
ム
・
ソ
ー

セ
ー
ジ
・
ベ
ー
コ
ン
製
造
、
水
産
練
り
製
品
製
造
、
建
築
大
工
、
か
わ
ら
ぶ
き
、
と
び
、
左

官
、
タ
イ
ル
張
り
、
配
管
、
型
枠
施
工
、
鉄
筋
施
工
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
施
工
、
防
水
施

工
、
内
装
仕
上
げ
施
工
、
熱
絶
縁
施
工
、
サ
ッ
シ
施
工
、
ウ
ェ
ル
ポ
イ
ン
ト
施
工
、
表
装
、

塗
装
及
び
工
業
包
装 

二 

試
験
の
方
法 
 

 
 

実
技
試
験
及
び
学
科
試
験 

 
 

 
 

 
 
 

三 

実
施
期
日
、
実
施
場
所
及
び
試
験
問
題
の
公
表 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

イ 

実
施
期
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
が
指
定
す
る
日 

 

ロ 

実
施
場
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 



 
 

 

協
会
が
指
定
す
る
場
所 

 
 

 
 

 
 

 

ハ 

試
験
問
題
の
公
表 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

実
技
試
験
の
問
題
は
、
あ
ら
か
じ
め
受
検
申
請
者
に
送
付
す
る
。 

四 

受
検
申
請
の
手
続 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

イ 

提
出
書
類 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

技
能
検
定
受
検
申
請
書
（
以
下
「
申
請
書
」
と
い
う
。
） 

 
 

 
 

 
 

 

 

ロ 

提
出
先 

 
 

 

協
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
五
丁
目
六
番
五
号
（
郵
便
番
号
三
三
〇
‐
〇
〇
七
四
） 

 

ハ 

受
付
期
間 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

随
時 

 

ニ 

受
検
申
請
に
関
す
る
注
意 

 
 

⑴ 

申
請
書
の
用
紙
は
、
協
会
で
交
付
す
る
。 

⑵ 

申
請
書
を
郵
送
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
面
に
「
技
能
検
定
受
検
申
請
書
在
中
」
と
朱 

 

書
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

五 

手
数
料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

次
に
掲
げ
る
額
の
手
数
料
を
銀
行
振
込
で
協
会
に
納
付
す
る
こ
と
。 

 

イ 

実
技
試
験
（
全
職
種
） 

 

一
七
、
九
〇
〇
円 

 

ロ 

学
科
試
験
（
全
職
種
） 

 

三
、
一
〇
〇
円 

六 

合
格
発
表
及
び
通
知 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

合
格
者
に
対
し
合
格
証
書
を
送
付
す
る
。 

七 

そ
の
他 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
の
技
能
検
定
に
関
し
不
明
な
点
は
、
埼
玉
県
産
業
労
働
部
産
業
人
材
育
成
課
又
は
協
会
に

問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
七
十
一
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
越
谷
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

越
谷
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
二
級
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

越
谷
市
七
左
町
七
丁
目
地
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
二
月
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
七
十
二
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
狭
山
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

狭
山
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

久
保
川
流
域
（
狭
山
市
内
） 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
七
十
三
号 

 
平
成
二
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
十
三
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
三
十

一
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
七
十
四
号 

 
川
口
市
か
ら
川
口
都
市
計
画
保
育
所
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
七
十
五
号 

 
桶
川
市
か
ら
桶
川
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長 

久
保
田 

浩 

二 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

鴻
巣
桶
川
さ
い
た
ま
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 

新 旧 
 
 

旧 
新 
別 

北
本
市
本
宿
七
丁
目
三
番
三
地
先
か
ら
同

市
本
宿
七
丁
目
七
三
番
一
地
先
ま
で 

 

区 
 
 
 

間 

  

一
六
・
〇
〇
～
三
八
・
六
八 

  

一
六
・
〇
〇
～
一
六
・
〇
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

六
二
・
一
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
付
け
埼
玉
県
北
本

県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
九
号
で
告
示
し
た
道

路
予
定
区
域
の
一
部
変
更
で
あ
る
。 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
九
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路

の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
か
ら
二
週
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長 

久
保
田 

浩 

二 

一 

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名 

 
 

 
 

 
 

占
用
を
制
限
す
る
区
域 

 
 

県
道 

鴻
巣
桶
川
さ
い
た
ま
線 

北
本
市
本
宿
七
丁
目
地
先
か
ら
同
市
本
宿
七
丁
目
地
先
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

で 

二 

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件 

 
 

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た 

 

電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
） 

 
 

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直 

 

ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

三 

占
用
を
制
限
す
る
理
由 

 
 

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害 

 

 

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。 

四 

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日 

 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日 



告

示 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所
長 

久
保
田 

浩 

二 
 

 
 

 



 

鴻
巣
桶
川
さ
い
た
ま
線 

路 

線 

名 

北
本
市
本
宿
七
丁
目
三
番
三
地
先
か
ら
同
市

本
宿
七
丁
目
七
三
番
一
地
先
ま
で 

（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
に
限

る
。
） 

供
用
開
始
の
区
間 

 
 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

 

供
用
開
始
の
期
日 

 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
付
け
埼
玉
県
北
本
県

土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
号
で
告
示
し
た
道

路
予
定
区
域
の
一
部
供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
六
二
・
一
〇
メ
ー
ト
ル 

備 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

細 

田 

哲 

也 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

三
郷
松
伏
線 

三 

道
路
の
区
域 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 



 

 

 

 

    

 

 

新
Ｂ 

旧
Ａ 

旧 

新 

別 
吉
川
市
大
字
下
内
川
字
腰
巻
二
三
三

番
一
地
先
か
ら
同
市
大
字
上
内
川
字

下
根
通
一
七
〇
三
番
一
地
先
ま
で 

区 
 

間 

一
一
・
五
〇
～ 

 
 

 
 

 

一
四
・
九
〇 

一
〇
・
二
〇
～ 

 
 

 
 

 

一
〇
・
八
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

七
一
八
・
八
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

江
戸
川
堤
防
強
化
工
事
に
伴
う
付

替
道
路 

備 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

細 

田 

哲 

也 
 

 
 

     



 

    
  

三
郷
松
伏
線 

  

路 
 

線 
 

名 

 

吉
川
市
大
字
下
内
川
字
腰
巻
二
三
三

番
一
地
先
か
ら
同
市
大
字
上
内
川
字

下
根
通
一
七
〇
三
番
一
地
先
ま
で 

  

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
九
年
三
月
六
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日
付
け

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所

長
告
示
第
三
号
に
お
け
る
道
路

予
定
区
域
の
供
用
開
始
で
あ

る
。
延
長
七
一
八
・
八
〇
メ
ー

ト
ル
。 

    

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
六
号 

 
都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開
発

行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

大 

槻 

淳 

一 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
三
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
八
〇
〇
一
三
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
一
日 

 
 

川
建
セ
第
二
八
〇
〇
七
二
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
伊
古
字
麓
千
六
十
二
番
五
、
千
六
十
二
番
六 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
滑
川
町
大
字
伊
古
千
六
十
二
番
地
二 

 
 

武
内 

愛
弓 

 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
八
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
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第１ 監査結果に関する報告 

１ 定期監査分 

 (１) 監査の対象事務    

    平成２７年度・平成２８年度における財務に関する事務の執行、経営に係る事

業の管理及びその他の事務の執行 

 

 (２) 監査の対象機関 ２１８機関 

所管部局 監 査 対 象 機 関 

企画財政部 東京事務所、南部地域振興センター、南西部地域振興センター、東部地

域振興センター、県央地域振興センター、川越比企地域振興センター、 

利根地域振興センター、秩父地域振興センター 

総務部 県営競技事務所、さいたま県税事務所、上尾県税事務所、朝霞県税事務

所、川越県税事務所、東松山県税事務所、秩父県税事務所、本庄県税事

務所、行田県税事務所、春日部県税事務所 

県民生活部 パスポートセンター、パスポートセンター川越支所、パスポートセンタ

ー熊谷支所、パスポートセンター春日部支所、婦人相談センター 

環境部 中央環境管理事務所、西部環境管理事務所、東松山環境管理事務所、秩

父環境管理事務所、越谷環境管理事務所、東部環境管理事務所 

福祉部 東部中央福祉事務所、北部福祉事務所、秩父福祉事務所、精神保健福祉

センター、中央児童相談所、南児童相談所、川越児童相談所、越谷児童

相談所、越谷児童相談所草加支所、埼玉学園 

保健医療部  朝霞保健所、春日部保健所、草加保健所、幸手保健所、本庄保健所、秩

父保健所、衛生研究所 

産業労働部 計量検定所、中央高等技術専門校、川口高等技術専門校 

農林部 さいたま農林振興センター、川越農林振興センター、東松山農林振興セ

ンター、本庄農林振興センター、加須農林振興センター、春日部農林振

興センター、中央家畜保健衛生所、川越家畜保健衛生所、熊谷家畜保健

衛生所、秩父高原牧場、花と緑の振興センター、農村整備計画センター 

県土整備部  朝霞県土整備事務所、北本県土整備事務所、川越県土整備事務所、東松

山県土整備事務所、秩父県土整備事務所、越谷県土整備事務所、杉戸県

土整備事務所、総合技術センター、西関東連絡道路建設事務所、総合治

水事務所 

都市整備部  越谷建築安全センター、営繕工事事務所 

企業局 庄和浄水場、新三郷浄水場、吉見浄水場、水道整備事務所 

病院局 精神医療センター 

下水道局 荒川右岸下水道事務所、荒川左岸北部下水道事務所、中川下水道事務所 

教育局 南部教育事務所、東部教育事務所、総合教育センター、総合教育センタ



 

 (３) 監査実施日 

    平成２８年１１月１日～平成２８年１２月３１日 

ー江南支所、熊谷図書館、歴史と民俗の博物館、さきたま史跡の博物館、

近代美術館、自然の博物館、伊奈学園中学校、上尾高等学校、上尾鷹の

台高等学校、上尾橘高等学校、上尾南高等学校、朝霞高等学校、朝霞西

高等学校、いずみ高等学校、伊奈学園総合高等学校、岩槻高等学校、岩

槻商業高等学校、岩槻北陵高等学校、浦和高等学校、浦和北高等学校、

浦和西高等学校、大宮高等学校、大宮工業高等学校、大宮光陵高等学校、

小鹿野高等学校、桶川高等学校、桶川西高等学校、越生高等学校、春日

部高等学校、春日部工業高等学校、春日部女子高等学校、春日部東高等

学校、川口高等学校、川越工業高等学校、川越西高等学校、川越初雁高

等学校、川越南高等学校、北本高等学校、久喜高等学校、久喜工業高等

学校、熊谷高等学校、熊谷商業高等学校、熊谷女子高等学校、熊谷西高

等学校、栗橋北彩高等学校、鴻巣高等学校、鴻巣女子高等学校、越ヶ谷

高等学校、越谷総合技術高等学校、越谷南高等学校、児玉高等学校、児

玉白楊高等学校、幸手桜高等学校、狭山経済高等学校、狭山緑陽高等学

校、志木高等学校、庄和高等学校、白岡高等学校、進修館高等学校、杉

戸高等学校、杉戸農業高等学校、誠和福祉高等学校、草加高等学校、草

加西高等学校、草加東高等学校、草加南高等学校、秩父高等学校、秩父

農工科学高等学校、所沢商業高等学校、新座高等学校、新座総合技術高

等学校、蓮田松韻高等学校、羽生高等学校、羽生実業高等学校、羽生第

一高等学校、深谷高等学校、深谷商業高等学校、深谷第一高等学校、吹

上秋桜高等学校、富士見高等学校、本庄高等学校、松伏高等学校、三郷

高等学校、三郷北高等学校、三郷工業技術高等学校、宮代高等学校、妻

沼高等学校、八潮高等学校、八潮南高等学校、吉川美南高等学校、寄居

城北高等学校、和光高等学校、和光国際高等学校、鷲宮高等学校、上尾

特別支援学校、上尾かしの木特別支援学校、川口特別支援学校、騎西特

別支援学校、行田特別支援学校、久喜特別支援学校、熊谷特別支援学校、

越谷特別支援学校、越谷西特別支援学校、草加かがやき特別支援学校、

草加かがやき特別支援学校草加分校、秩父特別支援学校、特別支援学校

羽生ふじ高等学園、深谷はばたき特別支援学校、本庄特別支援学校、三

郷特別支援学校、和光特別支援学校 

警察本部 大宮警察署、蕨警察署、新座警察署、草加警察署、上尾警察署、西入間

警察署、秩父警察署、小鹿野警察署、本庄警察署、児玉警察署、熊谷警

察署、深谷警察署、寄居警察署、行田警察署、羽生警察署、加須警察署、

岩槻警察署、春日部警察署、越谷警察署、久喜警察署、幸手警察署、杉

戸警察署、吉川警察署 



 (４) 監査の実施方針 

    事務の執行について、正確性、合規性はもとより、最少の経費で最大の効果を

あげているかという経済性、効率性及び有効性の観点から検証 

 

２ 特定事務監査分 

 (１) 監査の対象事務    

 テーマ１ 「子供の貧困対策について」 

   ア 監査の視点 

     施策の推進体制が効果的に機能しているか 

     ・計画の進行管理 

     貧困の状況にある子供を確実に把握し、施策につなぐ体制が整備されている

か 

     ・貧困の状況にある子供への対応 

     ・学校をプラットフォームとした子供の貧困対策の推進体制 

 

   イ 委員監査の対象機関  ６機関 

 

 

 

 

   ウ 監査実施日 

     平成２９年１月２３日 

 

 テーマ２ 「企業との連携協定について」 

   ア 監査の視点 

     県の施策目標の実現のために、民間企業との連携協定が有効に活用されてい

るか 

     ・協定活用に向けた課題 

     ・協定に関する企業の意向 

 

   イ 委員監査の対象機関  ３機関 

 

 

 

 

 

   ウ 監査実施日 

     平成２９年１月２３日 

所管部局 監査対象機関 

福祉部 社会福祉課、少子政策課、こども安全課 

教育局 高校教育指導課、生徒指導課、義務教育指導課 

所管部局 監査対象機関 

企画財政部 改革推進課 

保健医療部 健康長寿課 

都市整備部 都市計画課 



 (２) 監査の実施方針 

 テーマを定めた特定の事務の執行について、効率的かつ効果的に行われている

かを検証 

 

３ 監査の結果 

 (１) 指摘事項  

    財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理並びに事務の執行（以下「事

務事業の執行等」という。）が、次の各号のいずれかに該当すると認められるもの 

   ア 事務事業の執行等に重大な誤りがあったため、当該事業の是正や今後の改善

が必要と認められるもの 

   イ 事務事業の執行等において、その効果が極めて不十分なため抜本的な改善が

必要と認められるもの 

 

 (２) 注意事項 

    事務事業の執行等が次の各号のいずれかに該当すると認められるもの 

   ア 事務事業の執行等に誤りがあったため、当該事務の是正や今後の改善が必要

と認められるもの 

   イ 事務事業の執行等において、その効果が不十分なため一層の改善、工夫が必

要と認められるもの 

 

 監査において指摘事項又は注意事項として認められたものは、次のとおりであった。 

 

(１) 指摘事項 

機関・職制名 監 査 の 結 果 

産業労働部 中央高等技術専

門校 

 平成 27 年度の「産業廃棄物収集運搬委託」（20,000

円）及び「産業廃棄物処分委託」（259,200 円）につい

て、次の点で不適切であった。 

 

１ 産業廃棄物処理の委託において、契約書に記載し

ていない種類の廃棄物を法令に違反して委託してい

た。 

２ 収集運搬及び処分に係る請求金額が、契約金額を

超えていたにもかかわらず、請求金額のとおり支出

した。 

３ 「産業廃棄物処分委託」に係る随意契約において、

２者以上から見積書を徴収する必要があったにもか

かわらず、これによらず契約を締結した。 

 



(２) 注意事項 

機関・職制名 監 査 の 結 果 

県土整備部 総合治水事務所  平成 28年度に現金領収した公文書の写し作成費用に

ついて、最初に収納した日から起算して５日目には指

定金融機関等に払い込まなければならないところ、払

い込みが遅延していたことは不適切であった。 

教育局 富士見高等学校  平成 28年４月に行った行政財産使用許可に基づく５

～９月分の管理費について、平成 28 年 11 月まで調定、

納入通知を行わなかったことは不適切であった。 

警察本部 熊谷警察署  平成 27 年度の「被留置者食糧の単価契約」について、

予定価格調書の予定価格に誤った金額を記載したこと

を認識しないまま、入札を執行して契約を締結したの

は不適切であった。 
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１ 監査の結果「注意」とした事項 

対 象 機 関 

監査結果の公表年月日

（県報の号数） 
監 査 の 結 果 講 じ た 措 置 

県民生活部 男女共同参

画推進セン

ター 

平成28年12月16日 

（第2859号） 

 平成27年度の「埼玉県男女共同参画推進センター保育士派遣業務

委託」に係る随意契約において、２者以上の相手方から見積書を徴取

する必要があるにもかかわらず、１者からのみの徴取で契約を締結し

たことは、不適切であった。 

 再発防止のため、センター内で財務研修を実施し、職員へ監査結果を周

知するとともに、財務規則と出納員研修資料（会計実地検査結果事例）を

使用し、随意契約を行う際の見積書の徴取について十分確認し、適切に執

行するよう指導徹底した。 

農林部 農業技術研

究センター 

平成28年12月16日 

（第2859号） 

 平成27年度の「産業廃棄物収集運搬委託契約」及び「産業廃棄物

処分委託契約」（契約金額合計 599,940円）について、契約書を作成

した委託契約では検査調書を作成しなければならないにもかかわらず、

検査調書を作成していなかったのは、不適切であった。 

 再発防止のため、センターの運営会議で監査結果を職員に周知するとと

もに、契約事務の執行にあたっては埼玉県財務規則等の関係法令を十分確

認するよう徹底した。 

 また、担当職員が農林部で実施した財務研修に参加し、産業廃棄物処理

委託における会計事務処理の注意点などについて再確認を行った。 

警察本部 警察学校 平成28年12月16日 

（第2859号） 

 平成 27年度の「警察学校庁舎環境衛生管理業務委託」（2,592,000

円）の一部業務の再委託について、書面による承諾手続を行っていな

かったことは、不適切であった。 

 再発防止のため、契約締結時及び契約後における各種手続の履行を徹底

させるため、契約事務チェックシートの中に新たに書面交付等の確認項目

を設けるなど、複数人によるチェック体制を確立した。 

 また、県警本部内全ての財務執行所属に対し、同様の誤りを防止するた

め、契約事務の正しい履行による財務事務の適切な処理について通知した。 
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